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す
く
す
く
ひ
ろ
ば
は
、
就
園
前
の

お
子
さ
ん
と
保
護
者
が
自
由
に
遊
ん

で
交
流
し
、
育
児
に
関
し
て
の
学
習

や
子
育
て
相
談
、
情
報
提
供
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
子
育
て
支
援
サ
ポ
ー

タ
ー
の
「
マ
マ
ー
ズ
」
の
皆
さ
ん
に

楽
し
い
遊
び
を
、
年
間
を
通
じ
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
っ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
親
子
で
い
っ
し
ょ
に
大
き

な
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
遊
ぶ

「
す
く
す
く
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
」、エ
レ

ク
ト
ー
ン
の
伴
奏
に
あ
わ
せ
て
体
を

動
か
す
「
リ
ズ
ム
あ
そ
び
」
、
動
物

の
顔
の
「
指
人
形
作
り
」
や
、
子
ど

も
に
読
ま
せ
た
い
、
読
み
聞
か
せ
た

い
お
勧
め
の
絵
本
を
じ
っ
く
り
と
読

む
「
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
」、簡
単
に

で
き
て
お
い
し
い
レ
シ
ピ
で
作
る

「
す
く
す
く
ク
ッ
キ
ン
グ
」
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
サ
ポ
ー
タ
ー
の
得
意
と

す
る
こ
と

を
生
か
し

た
活
動
を

し
て
頂
い

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、

「
保
育
ボ

ラ
ン
テ
ィ

ア
」
の
皆

さ
ん
に
は
、

保
護
者
の

学
習
会
の
時
間
に
子
ど
も
の
保
育
を

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
保
護
者

の
皆
さ
ん
が
集
中
し
て
話
を
聞
く
こ

と
が
で
き
、
ま
た
保
護
者
同
士
の
交

流
時
間
が
も
て
て
大
変
助
か
る
と
好

評
で
す
。
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ

て
す
く
す
く
ひ
ろ
ば
が
運
営
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

今
年
か
ら
の
取
り
組
み
で
、
滋
野
、

祢
津
、
和
地
区
で
「
ぽ
け
っ
と

ひ
ろ
ば
」
を
は
じ
め
ま
し
た
。

月
一
回
、
児
童
館
や
公
民
館
へ

お
伺
い
し
、
親
子
で
楽
し
め
る

ふ
れ
あ
い
遊
び
や
、
パ
ネ
ル
シ

ア
タ
ー
な
ど
を
行
い
、
保
護
者

同
士
の
交
流
も
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
育
児
相
談
も
お

受
け
い
た
し
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
お
誘
い
合
わ
せ
て
「
ぽ
け
っ

と
ひ
ろ
ば
」
へ
お
出
か
け
下
さ

い
。

▲「おもちゃドクター」
　ボクのなおるかな？

▲「ママーズ」リズムあそび

元気な子どもたちの話題元気な子どもたちの話題  ～少年野外研～少年野外研修～修～

　スポーツ少年団員を対象に

した『少年野外研修』が８月

３０日・３１日、北御牧地区の各

施設を会場として行われ、市

内にある各種目のスポーツ少

年団のうち６団体から約１００

名の参加がありました。

　一日目の日中は、各種目ごと分かれて合同練習、終了後

はプール、そして夜には合同のレクリエーション大会を行

い、多くの仲間と大いに笑いながらふれあい、貴重な経験

ができました。普段は同じ学校や同じ団の仲間と触れあう

時間が多い団員は、この日は大勢の友達との交流の輪を広

げることができ、新たな発見がたくさんあったのではない

でしょうか。

　二日目は、芸術むら公園において市の特産品『白土馬鈴

薯』のイモ掘り体験を行いました。団員たちは大きなイモ

があらわれる度に歓声をあげながら一生懸命掘り起こして

いました。普段は農業にふれる機会の少ない多くの団員に

とって、収穫の喜びを感じ

られる良い体験になりまし

た。それぞれ、とれたてのイ

モと思い出をいっぱい詰め

込んで心はずませながら帰

路につきました。この２日

間で団員たちは心も体も少

し成長したことでしょう。

 
第
２
回
東
御
市
陸
上
競
技
大
会
結
果

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
各
種
目
優
勝
者
・
敬
称
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

〔
７
月　

日
東
部
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
〕

２４

●
ト
ラ
ッ
ク
競
技

１
０
０
ｍ

小
学
４
年
男
子　

宮
坂　

駿
一　
　

秒
３（
田
中
）

１６

小
学
４
年
女
子　

花
岡　

香
織　
　

秒
２（
田
中
）

１６

小
学
５
年
男
子　

花
岡　

佳
太　
　

秒
３（
祢
津
）

１５

小
学
５
年
女
子　

小
林　

瑞
歩　
　

秒
８（
祢
津
）

１５

小
学
６
年
男
子　

小
川
原
達
也　
　

秒
９（
滋
野
）

１４

　
　
　
　
　
　
　

三
沢　

真
弥　
　

秒
９（
祢
津
）

１４

小
学
６
年
女
子　

石
川　

志
歩　
　

秒
９（
祢
津
）

１４

中
学
生
男
子　
　

新
井　

勇
太　
　

秒
８（
東
部
）

１２

中
学
生
女
子　
　

堀
内　
　

茜　
　

秒
０（
東
部
）

１４

高
校
・
一
般
男
子　

関　
　

昌
徳　
　

秒
８（
東
御
市

陸
協
�

）

１１

１
０
０
０
ｍ　
　
　
　
　
　
　
　

小
学
４
年
男
子　

丸
山　

修
平　

４
分　

秒
３（
和
）

０４

小
学
４
年
女
子　

花
岡　

香
織　

４
分　

秒
１（
田
中
）

５５

小
学
５
年
男
子　

山
口　
　

凌　

４
分　

秒
０（
祢
津
）

０９

小
学
５
年
女
子　

佐
藤　
　

佳　

３
分　

秒
１（
滋
野
）

５９

小
学
６
年
男
子　

金
井　

巧
樹　

３
分　

秒
３
（
北
御
牧
）

３３

小
学
６
年
女
子　

今
井　
　

遥　

３
分　

秒
７
（
北
御
牧
）

３２

１
５
０
０
ｍ

中
学
男
子　

大
塚　

光
平　

４
分　

秒
７
（
北
御
牧
）

５２

中
学
女
子　

大
井
亜
祐
実　

５
分　

秒
５（
東
部
）

４２

●
フ
ィ
ー
ル
ド
競
技

走
り
幅
跳
び

小
学
４
年
男
子　

田
中　

悠
葵　

２
ｍ　

（
和
）

９１

小
学
４
年
女
子　

塚
田　

歩
惟　

３
ｍ　

（
和
）

３６

小
学
５
年
男
子　

和
田　

稜
平　

３
ｍ　

（
滋
野
）

４１

小
学
５
年
女
子　

小
山　

准
奈　

３
ｍ　

（
滋
野
）

４９

小
学
６
年
男
子　

三
沢　

真
弥　

４
ｍ　

（
祢
津
）

１４

小
学
６
年
女
子　

小
林
こ
は
る　

３
ｍ　

（
祢
津
）

４６

中
学
男
子　
　
　

小
山　

弘
哲　

４
ｍ　
（
北
御
牧
）

９０

中
学
女
子　
　
　

石
坂　
　

瞳　

３
ｍ　

（
東
部
）

７３

高
校
・
一
般
男
子　

関　
　

昌
徳　

６
ｍ　

（
東
御
市

陸
協
�

）

１３

▲レクリエーションを楽しむ ▼みんなで大きいイモを探す
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とうみ

  
「
総
務
省
認
可
特
殊
法
人
」
な
ど
と

  
名
乗
る
団
体
に
よ
る
虚
偽
の
文
書
に

  
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

市
民
課　

生
活
環
境
係　
　

�　

―
５
８
９
６

６４

上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

�　

―
８
５
１
７

２７

　

最
近
、「
住
基
ネ
ッ
ト
個
人
情

報
保
護
法
に
基
づ
く
緊
急
通
達
」

と
い
う
題
名
の
文
書
が
「
総
務
省

認
可
特
殊
法
人
全
日
本
住
基
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
個
人
情
報
保

護
対
策
課
」
と
名
乗
る
団
体
か
ら

「
総
務
省
認
可
の
通
達
書
」
と
し

て
、
全
国
の
住
民
あ
て
に
送
付
さ

れ
て
い
ま
す
。

【
送
付
さ
れ
て
い
る

　
　
　
　

文
書
の
内
容
】

○
文
書
（
葉
書
）
の
タ
イ
ト
ル

　

「
住
基
ネ
ッ
ト
個
人
情
報
保
護

法
に
基
づ
く
緊
急
通
達
」

○
差
出
人

　

「
総
務
省
認
可
特
殊
法
人　

全

日
本
住
基
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
」

○
文
書
（
葉
書
）
の
内
容

　

「
貴
殿
が
登
録
さ
れ
て
い
る
住

基
ネ
ッ
ト
に
重
大
な
登
録
違
反

が
発
生
し
ま
し
た
の
で
、
詳
細

を
伺
い
た
い
た
め
、
連
絡
を
下

さ
い
」
と
の
内
容
。

（5）

  
環
境
基
本
計
画
の
作
成
に

　
　
　

向
け
て
…
…
パ
ー
ト
③

　

「
東
御
市
環
境
基
本
計
画
」作
成

に
あ
た
っ
て
実
施
し
た
環
境
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い
て
、

お
伝
え
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
小
・
中
学
生
ア
ン
ケ

ー
ト
の
結
果
を
ま
と
め
ま
し
た
。

�
調
査
対
象
…
市
内
各
小
学
校
５

年
生
１
学
級
、
東
部
中
学
校
２

年
生
４
学
級
、
北
御
牧
中
学
校

２
年
生
１
学
級

�
調
査
期
間
…
平
成　

年　

月
１

１６

１２

日
〜　

月　

日

１２

３１

�
回
答
者
数
…
３
２
２
人

　

（
回
収
率
１
０
０
％
）

�
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
内
容

　

（
一
部
紹
介
） 

①
家
や
学
校
の
周
り
の
環
境
で

　

「
い
い
な
」
と
思
う
こ
と

�
自
然
が
多
く
、
緑
が
豊
か

�
犯
罪
や
災
害
が
少
な
い

②
家
や
学
校
の
周
り
の
環
境
で

　

「
い
や
だ
な
」
と
思
う
こ
と

�
ご
み
が
い
ろ
い
ろ
な
所
に
落
ち

て
い
る

�
夜
ひ
と
り
で
歩
く
の
が
怖
い
、

空
気
が
よ
ご
れ
て
い
る
、
自
動

車
や
ト
ラ
ッ
ク
の
騒
音

③
環
境
を
守
る
た
め
に
気
を
つ
け

　

て
い
る
こ
と

�
ご
み
の
分
別
、
ご
み
の
ポ
イ
捨

て
を
し
な
い
、
花
を
と
っ
た
り

折
っ
た
り
し
な
い

④
よ
く
遊
ん
で
い
る
場
所

� 
友
達
の
家
、
公
園
、
学
校
の
校

庭
⑤
東
御
市
は
ど
ん
な
ま
ち
で
す

か
？

�
山
、
川
な
ど
自
然
が
多
く
、
緑

豊
か
な
ま
ち
（
き
れ
い
な
空
気
、

水
）

�
お
米
が
お
い
し
く
農
業
が
盛
ん

な
ま
ち

⑥
東
御
市
に
ど
の
よ
う
な
ま
ち
に

　

な
っ
て
欲
し
い
で
す
か
？

�
犯
罪
が
少
な
く
安
心
で
き
る
ま

ち
�
空
気
が
き
れ
い
で
排
気
ガ
ス
や

騒
音
の
少
な
い
ま
ち

�
地
震
や
火
事
な
ど
の
災
害
が
お

こ
っ
た
と
き
で
も
安
心
な
ま
ち

⑦
地
球
環
境
問
題
に
対
す
る
認
知

度
�
地
球
温
暖
化
（
二
酸
化
炭
素
な

ど
に
よ
っ
て
地
球
の
温
度
が
あ

が
る
こ
と
）
… 　

・
4
％

80

�
野
生
の
動
物
や
植
物
が
減
っ
て

い
く
こ
と
… 　

・
0
％

72

�
酸
性
雨
（
石
炭
や
石
油
を
燃
や

し
た
時
に
出
る
物
質
の
溶
け
た

市民課  生活環境係
�64－5896

雨
が
ふ
る
こ
と
）
… 　

・
2
％

65

�
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
（
オ
ゾ
ン
層

に
穴
が
あ
い
て
有
害
な
紫
外
線

が
地
球
に
入
っ
て
く
る
こ
と
）

…　

・
1
％

58

⑧
地
球
環
境
の
保
全
の
た
め
に
、

今
後
、
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て

い
き
た
い
で
す
か
？

�
関
心
が
あ
る
の
で
、
環
境
の
た

め
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
た
い

�
良
く
わ
か
ら
な
い
の
で
、
こ
れ

か
ら
学
ん
だ
り
、
知
り
た
い

　

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、

小
・
中
学
生
の
環
境
に
関
す
る
率

直
な
意
見
を
把
握
で
き
ま
し
た
。

大
人
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
と
同
様

に
、
東
御
市
の
自
然
や
緑
を
好
み
、

犯
罪
や
災
害
の
な
い
ま
ち
を
望
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
、
ご
み
の
分
別

に
心
が
け
る
だ
け
で
な
く
、
ご
み

の
ポ
イ
捨
て
を
し
な
い
、
花
木
の

枝
を
折
ら
な
い
な
ど
の
マ
ナ
ー
や

モ
ラ
ル
に
つ
い
て
、
意
識
が
高
い

こ
と
が
特
徴
で
す
。

　

最
近
、
マ
ナ
ー
や
モ
ラ
ル
の
欠

如
を
原
因
と
す
る
「
ペ
ッ
ト
の
放

し
飼
い
」「
犬
の
フ
ン
を
道
端
に
放

置
す
る
」「
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
」

な
ど
、
近
所
迷
惑
に
関
す
る
苦
情

が
多
数
市
役
所
へ
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
小
・
中
学
生
を
見
習
い
、

私
た
ち
大
人
も
責
任
あ
る
行
動
を

と
り
た
い
も
の
で
す
。

　

さ
ら
に
「
連
絡
な
き
場
合
、『
住

民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
個
人
情
報
保
護
法
』
に
基
づ

き
刑
事
告
訴
を
含
む
法
的
手
段
を

と
る
こ
と
も
あ
る
」
と
い
う
こ
と

が
赤
字
で
書
か
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
認
可
法
人
は
そ
も

そ
も
存
在
せ
ず
、「『
住
民
基
本
台

帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
個
人

情
報
保
護
法
』
に
基
づ
く
刑
事
告

訴
を
含
む
法
的
手
段
」
及
び
「
総

務
省
認
可
の
通
達
書
」
と
い
う
の

は
全
く
の
虚
偽
で
す
。
仮
に
当
該

団
体
か
ら
文
書
が
送
付
さ
れ
た
と

し
て
も
当
該
団
体
に
連
絡
を
と
る

必
要
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

不
審
な
文
書
を
受
け
取
っ
た
ら
、

一
人
で
悩
ま
ず
、
上
田
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
や
市
役
所
市
民
課
生
活

環
境
係
、
お
近
く
の
交
番
や
駐
在

所
に
連
絡
し
ま
し
ょ
う
！


